
１

２

３

４

５

６

７

８

９

第2部　筑波学園病院

57

診
療
部

耳鼻咽喉科	 耳鼻咽喉科部長　米納昌恵

✦
	診療体制と患者構成

診療科スタッフ
米納昌恵：耳鼻咽喉科部長
大澤孝太郎、高橋和樹、佐藤健徳（2021年10月～）
田渕経司：非常勤
指導医、専門医・認定医
米納　昌恵： 日本耳鼻咽喉科学会専門医、身体障害者

福祉法指定医、日本耳鼻咽喉科学会補聴
器相談医、日本耳鼻咽喉科学会耳鼻咽喉
科専門研修指導医

大澤孝太郎： 日本耳鼻咽喉科学会専門医
田渕　経司：日本耳鼻咽喉科学会専門医
外来診療実績
コロナ禍の本年度は受診控えの傾向のなかで年間外

来数7016名、年間紹介患者数938名であった。
主に県南地区のクリニックや病院から手術症例や入

院症例を多数ご紹介頂いた。
入院診療実績
コロナ禍の受診控えの傾向がある中で本年度の入院

患者総数は483名であり、平均在院日数は7.29日であっ
た。
主な入院は手術症例であった。
手術以外は主に突発性難聴、ベル麻痺、めまい、扁

桃炎・扁桃周囲膿瘍、急性喉頭蓋炎であった。
手術室内で施行した手術件数は532件であった。そ

の具体的な内容については「手術・検査実績報告」参照。

✦
	診療科紹介（概要）

近年耳鼻咽喉科勤務医不足が問われている中で当院
は常勤医３名、非常勤医１名という複数の耳鼻咽喉科
医が在籍する貴重な病院である。従って県南地区の数
少ない耳鼻咽喉科救急医療の中心としての役割を担っ
ている。
また多方面から手術を必要とする症例のご紹介を多

く頂いている。
耳、鼻、咽頭、喉頭、頚部の全般にわたる疾患に対

応できるような体制を整えているが、高度な治療を要
する際には筑波大学附属病院と連携して治療を行って
いる。

✦
	診療する主な疾患

悪性腫瘍の手術を除き、耳鼻咽喉科領域の主な手術
全般に対応している。特に鼻内視鏡手術に力を入れて
いる。

✦
	医療の質の自己評価

診療スタッフ全員、可能な限り学会や講習会に参加
し、最先端の診療スキルを維持してより良い医療を提
供できるように心がけている。

✦
	手術・検査実績報告

手術実績
表：手術件数（手術室内。同時施行術式含む）

手術名 件数
内視鏡下鼻腔手術（下鼻甲介手術） 142
内視鏡下鼻中隔手術 87
その他の鼻形成術【変形外鼻手術 2
アデノイド切除術 12
中咽頭腫瘍摘出術（経口腔） 4
下咽頭腫瘍摘出術（経口腔） 1
顎骨腫瘍摘出術 1
気管切開 12
外耳道異物除去術（複雑） 3
鼓膜（排液､ 換気）チューブ挿入術 5
鼻骨骨折整復固定術 14
鼻副鼻腔腫瘍摘出術 7
口蓋扁桃手術（摘出）（両側） 62
深頸部膿瘍切開術 1
声帯ポリープ切除術（直達喉頭鏡） 1
喉頭腫瘍摘出術（直達鏡によるもの） 14
顎下腺摘出術 5
耳下腺腫瘍摘出術（浅葉摘出術） 8
頸嚢摘出術 3
経鼻腔的翼突管神経切除術 2
内視鏡下副鼻腔単洞手術 30
内視鏡下複数洞副鼻腔手術 26
内視鏡下汎副鼻腔手術 52
気管切開孔閉鎖術 6
リンパ節摘出術（長径３cm以上） 4
先天性耳瘻管摘出術 8
外耳道腫瘍手術 1
鼓室形成手術 2
鼓膜切開術 2
舌小帯形成術 1
上顎洞口腔瘻閉鎖術 1
咽頭遺物摘出術（複雑） 1
気管口狭窄拡大術 1
デブリードマン 2
止血術 1

計 532
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✦
	学会発表・論文など

１）第85回日耳鼻茨城県地方部会　2021年６月20日
 超音波を併用した鼻骨骨折整復術の３例
 高橋和樹、大澤孝太郎、島田秀瑛、米納昌恵
２）第86回日耳鼻茨城県地方部会　2021年10月17日
 菊池病の経過中にSLEを発症した１例
 高橋和樹、佐藤健徳、大澤孝太郎、米納昌恵

✦
	その他

当院では手術を要する場合や入院を要する場合に、
多方面のクリニックの先生より随時ご紹介頂き治療を
行っている。
時間が許す限りできるだけ十分な説明を行い治療を

することを心掛けており、お気軽に受診して下さい。
病診連携を積極的に行っており、病状が安定した場

合にはかかり付け医のクリニックへのご紹介も随時
行っている。


